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労
働
福
祉
団
体
と
西
日
本
豪
雨
災
害

　
　
　
　
　
救
援
カ
ン
パ
活
動
を
実
施

労
働
福
祉
団
体
と
西
日
本
豪
雨
災
害

　
　
　
　
　
救
援
カ
ン
パ
活
動
を
実
施

労
働
福
祉
団
体
と
西
日
本
豪
雨
災
害

　
　
　
　
　
救
援
カ
ン
パ
活
動
を
実
施

労働福祉会館１階ロビーに原爆投下後の
写真と58000羽折り鶴を展示

オープニングハンドベル演奏、
連合平和長崎集会には全国から
3,360人が結集

原爆落下中心地公園（被爆当時
の地層）ピースウォーク

原爆落下中心碑でも折り鶴を献納

連合徳島をはじめ、労働福祉５団体
救援カンパ活動

救援カンパ活動の様子

連合徳島から代表団14人
（うち子ども１人）が参加

平和のメッセージを
書き込んでいる
折り鶴を献納

最
低
賃
金
改
定
の
周
知

│
県
内
か
ら
集
ま
っ
た
平
和
の
折
り
鶴
５
８
，０
０
０
羽
を
献
納
│

公　示
連合徳島第30回中間期大会
日時：2018年11月27日（火）10時～

場所：阿波観光ホテル

　

２
０
１
８
年
８
月
８
日
と
９

日
に
連
合
２
０
１
８
平
和
行
動

ｉ
ｎ
長
崎
が
開
催
さ
れ
、
連
合

徳
島
か
ら
は
14
人
が
参
加
し
た
。

　

８
月
８
日
、「
語
り
継
ぐ
戦

争
の
実
相
と
運
動
の
継
続
で
核

兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
実
現

し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
連
合

２
０
１
８
平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会

が
長
崎
県
立
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
連
合
組
合

員
な
ど
３
，
３
６
０
人
が
参
加

し
た
。
連
合
長
崎
宮
崎
辰
弥
会

長
は
、「
こ
の
世
に
１
発
の
核

兵
器
も
要
ら
な
い
。
連
合
長
崎

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
行
く
。

み
な
さ
ん
が
長
崎
で
見
た
こ
と

を
各
地
で
伝
え
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
主
催
者
を
代
表
し

て
、連
合
・
相
原
事
務
局
長
は
、

「
連
合
は
、
６
月
か
ら
９
月
を

平
和
行
動
月
間
と
し
て
取
り
組

み
、
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
続

け
て
き
た
。
昨
年
国
連
で
採
択

さ
れ
た
『
核
兵
器
禁
止
条
約
』

に
引
き
続
き
、
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
世

界
的
な
機
運
は
高
ま

り
つ
つ
あ
る
。
日
本

政
府
は
『
国
際
社
会

の
分
断
を
一
層
深
め

る
』
と
し
て
条
約
に

参
加
し
て
い
な
い
。

対
立
す
る
核
兵
器
国

と
非
核
兵
器
国
の
橋

渡
し
役
と
し
て
、
各

国
に
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
く
働
き
か
け
て

い
く
こ
と
を
政
府
に
強
く
要
請

す
る
。
２
０
２
０
年
に
開
催
さ

れ
る
『
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
』

に
向
け
て
、
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
機
運
が
世
界
中
で
高
ま
っ

て
い
る
今
こ
そ
、
さ
ら
な
る
世

論
喚
起
と
国
際
的
な
働
き
か
け

を
強
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
た
。
基
調
講
演

で
は
、
長
崎
大
核
兵
器
廃
絶
研

究
セ
ン
タ
ー
鈴

木
達
次
郎
セ
ン

タ
ー
長
よ
り
、

「
核
の
脅
威
に

つ
い
て
」「
核

兵
器
禁
止
条
約

と
日
本
」「
北
東
ア
ジ
ア
の
非

核
化
を
目
指
し
て
」「
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
問
題
」
の
４
つ
の
テ
ー

マ
で
講
演
し
、
米
朝
首
脳
会
談

な
ど
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
東

ア
ジ
ア
の
非
核
化
を
進
め
る
べ

き
だ
と
語
っ
た
。
平
和
ア
ピ
ー

ル
を
本
田
博
士
連
合
長
崎
青
年

委
員
会
委
員
長
が
行
い
、
全
体

の
拍
手
で
確
認
さ
れ
た
。

　

９
日
に
は
、
平
和
公
園
で
長

崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
記
念

式
典
が
営
ま
れ
た
。
原
爆
投
下

時
刻
の
午
前
11
時
２
分
に
は
、

参
列
者
が
黙
と
う
。
田
上
富
久

市
長
は
、「
核
兵
器
を
持
つ
国
々

と
核
の
傘
に
依
存
し
て
い
る

国
々
の
リ
ー
ダ
ー
に
訴
え
る
。

人
類
が
も
う
一
度
被
爆
者
を
生

む
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
う
前
に
、

核
兵
器
に
頼
ら
な
い
安
全
保
障

政
策
に
転
換
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
。
日
本
政
府
に
は
、
唯

一
の
戦
争
被
爆

国
と
し
て
、
核

兵
器
禁
止
条
約

に
賛
同
し
、
世

界
を
非
核
化
に

導
く
動
議
責
任

　
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
徳
島
駅
前
行
動
を
２
０
１

８
年
８
月
21
日
に
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅

前
で
開
き
、
働
き
方
改
革
・
最

低
賃
金
・
西
日
本
豪
雨
災
害
救

援
カ
ン
パ
を
テ
ー
マ
に
連
合
徳

島
各
構
成
組
織
を
は
じ
め
労
働

福
祉
６
団
体
か
ら
50
名
が
参
加

し
、
街
頭
宣
伝
・
ビ
ラ
配
り
・

カ
ン
パ
活
動
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
森
本
会
長

か
ら
、
西
日
本
豪
雨
災
害
被
災

地
へ
の
支
援
活
動
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
行
っ
た
報
告

と
、
駅
前
で
の
被
災
地
支
援
カ

ン
パ
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

た
。
中
小
企
業
を
元
気
に
し
、

良
質
な
雇
用
の
確
保
と
働
き
や

す
い
職
場
環
境
を
実
現
す
る
た

め
に
開
催
し
て
い
る
「
地
域
元

気
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
と
く
し
ま

Ⅳ
」
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

地
域
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て

は
、「
７
月
30
日
に
開
催
さ
れ

た
徳
島
県
最
賃
第
２
回
本
審
で

前
年
度
７
４
０
円
に
プ
ラ
ス
25

円
と
い
う
過
去
最
高
と
な
る
中

央
最
低
賃
金
審
議
会
に
お
け
る

目
安
額
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
専
門
部
会
が
開
催
さ

れ
、
８
月
６
日
の
第
３
回
専
門

部
会
で
最
後
ま
で
反
対
し
て
い

た
使
用
者
側
委
員
が
公
益
委
員

と
の
真
摯
な
協
議
を
重
ね
た
結

果
、
労
働
者
側
委
員
も
賛
成
で

き
る
『
目
安
額
25
円
＋
１
円
』

の
26
円
で
の
合
意
が
図
ら
れ
、

７
年
ぶ
り
の
全
会
一
致
で
結
審

し
、
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
第
３

回
本
審
に
報
告
さ
れ
た
。
残
り

の
手
続
き
が
順
調
に
進
め
ば
10

月
１
日
か
ら
徳
島
県
に
お
け
る

地
域
最
低
賃
金
は
７
６
６
円
と

な
る
。
し
か
し
、
７
６
６
円
で

年
間
２
，０
０
０
時
間
働

い
て
も
１
５
３
万
円
ほ

ど
に
し
か
な
ら
な
い
。

連
合
が
求
め
る
『
誰
も

が
時
給
１
，０
０
０
円
』、

２
０
２
０
年
ま
で
に
最

低
で
も
８
０
０
円
を
目

指
し
粘
り
強
く
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
国
民
民
主

党
徳
島
県
総
支
部
連
合

会
日
下
職
員
、
官
公
労

を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る
」
と

の
長
崎
平
和
宣
言
を
行
っ
た
。

午
後
か
ら
は
、
連
合
長
崎
青
年

委
員
会
・
女
性
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
、
ピ
ー
ス

ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り
、
原
爆

落
下
中
心
碑
を
は
じ
め
、
平
和

公
園
内
を
巡
り
、
慰
霊
碑
の
由

来
や
歴
史
に
つ
い
て
学
習
し
た
。

夜
に
は
、
万
灯
流
し
が
行
わ
れ
、

静
か
に
流
れ
る
万
灯
を
見
な
が

ら
、
鎮
魂
の
想
い
を
胸
に
、
原

爆
で
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
へ
の

祈
り
を
捧
げ
た
。

か
ら
公
務
労
協
大
谷
議
長
、
連

合
徳
島
女
性
委
員
会
藤
田
委
員

長
、
労
働
福
祉
団
体
か
ら
（
公

社
）
徳
島
県
労
働
者
福
祉
協
議

会
川
越
会
長
が
登
壇
し
、「
正

直
な
政
治
・
偏
ら
な
い
政
治
・

現
実
的
な
政
治
の
実
現
」「
ア

ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
で
生
活
は
良
く

な
っ
た
か
」「
働
く
者
の
た
め

の
働
き
方
改
革
」「
労
働
福
祉

団
体
の
取
り
組
み
」
な
ど
を
訴

え
た
。

　

こ
の
日
に
寄
せ
ら
れ
た
救
援

カ
ン
パ
金
は
１
５
，７
２
７
円
、

８
月
25
日
に
徳
島
駅
前
で
行
わ

れ
た
２
回
目
の
カ
ン
パ
活
動
で

は
１
３
，３
４
６
円
が
集
ま
り
、

あ
わ
せ
て
２
９
，０
７
３
円
と

な
っ
た
。
カ
ン
パ
金
は
連
合
本

部
を
通
じ
て
岡
山
・
広
島
・
愛

媛
を
は
じ
め
豪
雨
災
害
被
災
地

の
首
長
に
送
ら
れ
る
ほ
か
、
連

合
が
行
っ
て
い
る
被
災
地
復
興

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
費
用
に
も

充
当
さ
れ
る
。

連 合 徳 島 ニ ュ ー ス 2018年9月5日（1）

編集責任者　島　　和　久

９月　７日（金）　中小・労安センター秋季合同学習会
　　　　　　　　　　　　　　　（労働福祉会館502号室）
９月１９日（水）　「クラシノソコアゲ応援団！RENGO
　キャンペーン」＆西日本豪雨へのカンパ活動（JR徳島駅前）
9月２２日（土）　女性委員会・青年委員会合同学習会
　　　　　　　　　　　　　　　（労働福祉会館502号室）
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日本労働組合総連合会徳島県連合会（連合徳島）

徳島県

766
958

風速30メートルの風を体感 非常食体験

第18期災
害
時
を
想
定
し
た
実
技
を
研
修

第
３
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養
成
講
座

1時間あたり

766円未満は
法律違反！！！

2018年10月1日からの
徳島県の法定地域別
最低賃金

　

２
０
１
８
年
８
月
25
日
に
第

18
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
養
成
講
座
の
第
３
回

講
座
「
災
害
時
を
想
定
し
た
実

技
研
修
①
」
を
徳
島
県
立
防
災

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
、

構
成
組
織
等
か
ら
18
名
が
参
加

し
た
。

　

防
災
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
の

田
中
課
長
補
佐
よ
り
、
災
害
時

の
健
康
管
理
講
座
を
受
け
た
。

大
規
模
災
害
時
の
課
題
と
し

て
、
①
長
期
避
難
者
に
関
連
死

が
多
い
こ
と
②
ト
イ
レ
を
は
じ

め
、
避
難
所
生
活
で
の
衛
生
環

境
の
重
要
性
③
感
染
症
の
予
防

に
は
食
事
前
の
手
洗
い
を
心
が

け
、
水
で
手
洗
い
で
き
な
い
と

き
は
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等

で
き
れ
い
に
拭
く
こ
と
。
ム
シ

歯
や
歯
周
病
、
感
染
症
や
誤
嚥

性
肺
炎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に

罹
ら
な
い
よ
う
口
腔
ケ
ア
の
必

要
性
④
食
事
や
水
分
を
と
ら
な

い
状
態
で
車
等
の
狭
い
座
席
に

座
っ
て
い
る
と
血
行
不
良
が
起

こ
り
、
血
液
が
固
ま
り
（
血

栓
）
が
肺
動
脈
に
運
ば
れ
、
肺

塞
栓
を
誘
発
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
症

候
群
）
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
、
等
を
学
習
し
た
。

　

地
震
体
験
で
は
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
揺
れ
を
体
験
し
、
消

火
体
験
で
は
練
習
用
消
火
器
を

使
っ
て
初
期
消
火
を
学
び
、
煙

体
験
で
は
人
工
的
に
作
ら
れ
た

煙
の
中
を
ハ
ン
カ
チ
で
煙
を
吸

い
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
避
難

し
、
風
体
験
で
は
人
工
的
に
作

ら
れ
た
風
速
30
メ
ー
ト
ル
の
風

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
非

常
食
体
験
で
は
ア
ル
フ
ァ
化
米

を
試
食
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
日
頃
気
に

し
て
い
な
か
っ
た
災
害
時
で
の

健
康
管
理
や
地
震
後
の
初
期
消

火
の
大
切
さ
と
安
全
な
避
難
を

体
験
で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど

と
、
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今

後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
養
成
講
座
を
通
じ
て

あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
防
災
・
減

災
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
に

向
け
て
活
動
を
推
し
進
め
て
い

く
。

　

本
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金

に
係
る
審
議
は
２
０
１
８
年
７

月
５
日
の
第
１
回
本
審
で
の
諮

問
を
ス
タ
ー
ト
に
、
２
０
１
８

年
度
徳
島
県
最
低
賃
金
審
議
会

が
開
催
さ
れ
、
８
月
６
日
の
第

３
回
専
門
部
会
に
お
い
て
、
公

労
使
全
会
一
致
（
全
会
一
致
は

７
年
ぶ
り
）
で
26
円
（
目
安
＋

１
円
）
で
結
審
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
に
目
安
ラ
ン

ク
が
Ｃ
ラ
ン
ク
に
変
更
と
な
り
、

２
年
目
の
審
議
と
な
っ
た
今
年

の
審
議
会
で
は
、
次
の
よ
う
な

公
労
使
の
基
本
的
な
考
え
方
を

背
景
に
進
め
ら
れ
た
。

　

公
益
委
員
は
、
「
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
の
審
議
経
過
や
具

体
的
目
安
額
を
受
け
、
徳
島
県

最
低
賃
金
審
議
会
で
は
、
公
労

使
の
真
摯
な
審
議
を
経
て
可
能

な
限
り
全
会
一
致
で
改
定
額
を

導
き
だ
し
た
い
。
」
と
し
た
。

　

使
用
者
委

員
は
、
「
経

済
成
長
が
伴

っ
て
い
な
い

こ
と
に
加
え
、

賃
金
の
改
定

状
況
も
１
％

台
で
あ
り
、

中
央
最
低
賃

金
審
議
会
が
示
し
た
３
％
を
超

え
る
目
安
額
に
は
失
望
し
て
お

り
、
政
府
へ
の
忖
度
以
外
の
根

拠
も
な
く
中
小
の
経
営
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
改
定
は
で
き

な
い
」
と
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
労
働
者
委
員
は
、

「
先
進
国
の
中
で
低
位
に
あ
る

最
低
賃
金
の
現
状
や
、
人
口
減

少
下
で
徳
島
県
か
ら
隣
県
お
よ

び
首
都
圏
へ
と
人
材
流
出
し
て

い
る
こ
と
へ
の
危
機
感
、
他
県

の
審
議
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
る

と
、
２
０
２
０
年
に
８
０
０
円

を
当
面
の
到
達
目
標
と
し
て
引

き
上
げ
て
い
く
こ
と
、
審
議
会

と
し
て
徳
島
県
の
自
主
性
を
発

揮
す
る
意
味
で
も
目
安
額
で
の

結
審
は
あ
り
得
な
い
。
」
こ
と

な
ど
を
繰
り
返
し
強
調
し
た
。

　

10
月
１
日
発
効
の
期
限
と
な

る
８
月
６
日
の
第
３
回
専
門
部

会
で
も
、
目
安
額
ま
で
な
ら
賛

成
と
す
る
使
用
者
側
一
部
委
員

が
目
安
プ
ラ
ス
１
円
に
賛
成
す

る
に
は
、
公
労
・
公
使
の
個
別

審
議
を
重
ね
時
間
を
要
し
た
が
、

目
安
プ
ラ
ス
と
い
う
結
論
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
全

国
で
は
、
47
都
道
府
県
中
23
県

で
プ
ラ
ス
改
定
と
な
っ
た
。

　

８
月
21
日
ま
で
の
異
議
申
し

立
て
期
間
を
経
て
確
定
し
、
10

月
１
日
か
ら
発
効
と
な
り
、
８

月
22
日
か
ら
、
「
造
作
材
・
一

般
機
械
・
電
気
機
器
」
の
部
門

別
特
定
最
低
賃
金
審
議
会
の
水

準
審
議
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
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